
ハビリス  ウェーブリサーチャーデータ収集パッケージ 
 
 
 
 
 
 
 
 

         for WindowsXP/2000/NT/98 
 

横河電機  Darwin/HRシリーズ対応版 Ｖｅｒ３．０ 

スタンドアローン／ネットワーク対応版 

 

機 能 概 説 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（DAWIN-V3GAI 2005/07） 



 
 

 

「Wave Researcher」®データ収集分析パッケージは、１９９２年２月に発売を開始して以来、全国の工

場や研究所でご採用を頂き、基礎研究から製品の信頼性試験に至るまでの、さまざまな分野で活躍してお

り、「Wave Researcher」®をベースに改造を行い、ご使用いただいております事例についても様々なも

のがあります。 

それら改造事例の中から、パッケージの基本機能として必要な機能を中心に、機能的で操作性の高いパッ

ケージとして「Wave Researcher」®Ｖｅｒ３．０を発売しました。 

今後とも、皆様方の研究開発に貢献すべく努力して参ります。 

 

 

 

 

●「Wave Researcher」® for WindowsXP/2000/NT/98は、横河電機㈱のＤＡＲＷＩＮ／ＨＲシリーズと 

パソコンとを組み合わせて簡単にデータ計測を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［スタンドアローンモデルの主な特徴］ 

 

(１) ＤＡＲＷＩＮ／ＨＲシリーズを、最大３台まで混在接続でき、簡単に計測ができ 

  ます。 エントリーモデルの場合は１台接続です。 

(２)３台の場合、最大９００点まで計測できます。 

(３)ＤＡＲＷＩＮ１台の場合、最短０．５秒間隔で計測が可能です。 

 

(４)リアルタイム時系列グラフ・ＸＹグラフ・棒グラフ・ビットマップ・メータグラ 

  フの表示が行えます。                                                       

(５)連続計測はもちろん、一日内のある時間帯だけの測定を行う繰り返し計測も可能 

  です。  

(６)取り込んだデータのチャネル間リアルタイム演算が可能です。四則演算の他、各種 

関数、条件判定式（ＩＦ文）も使用でき、演算結果のグラフ表示も行えます。 

(７)取り込んだ計測データは画面上でのグラフ表示やカーソルリード機能、テキスト 

  変換等、多彩な編集処理が行えます。 

(８)プリンタへのグラフ等表示画面の印刷も可能です。 

 

(９)計測中にあらかじめ指定した上下限警報値により、アラーム表示が行えます。 

 

(10)表示画面は１画面単位にトレンドグラフや瞬時値などの画面をマウスを使用して 

  簡単に貼り付け作成できますので、ご自分で自由に見やすい画面作成が行うこと 

  ができます。計測中にも画面の作成／変更ができます。 

２．｢WAVE RESEARCHER｣® for WindowsXP/2000/NT/98の特徴

１．｢WAVE RESEARCHER｣® for WindowsXP/2000/NT/98 Ver3.0 
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［ネットワークモデルの主な特徴］ 

 

(１)監視側でリアルタイムの計測データ監視やバッチファイル転送が行えます。 

(２)監視側からレコーダのレンジ設定が行えます。 

(３)監視側から計測器側に対し、データ取り込みの開始・終了やプログラムの起動 

  終了、パソコンの再起動が行えます。 

(４)複数監視側・複数計測器側（Ｎ対Ｎ）にも対応可能です。 

 

 

 

 

 

 

｢Wave Researcher｣® for WindowsXP/2000/NT/98は非常に広範囲な試験研究に使用できます。 

 

●クーラー・冷蔵庫などの家電品の信頼性試験に 

レコーダーに複数台のクーラー・冷蔵庫を接続して長期間運転させ、製品間の品質のばらつきをチェッ

クしたり、耐久性を測定したりするのに使用します。 

従来、複数のレコーダーを使用して、データを記録紙に記録する為に、一定時間毎に巡回していた単純

作業も不要になり、作業の効率化が図れます。 

 

 

――― 内部温度 

     ――― 外気温度 

     ――― 冷媒管圧力 

     ――― 冷媒流量 

     ――― 電力量 

 

 

３．｢WAVE RESEARCHER｣® の使用分野
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●氷蓄熱漕効率評価試験 

熱効率のよい氷蓄熱漕を設計開発する為に、循環器・温水タンク・漕内各部の温度や熱媒体の圧力、流

量などを計測します。 

長期間にわたる効率試験や、使用電力量の調査・耐久試験等、幅広い利用が考えられます。 

遠隔地における、フィールドテスト時にも効果を発揮します。 

 

――― 循環器温度 

     ――― 熱媒タンク温度 

     ――― 熱媒管圧力 

     ――― 熱媒流量 

     ――― 使用電力量 
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●太陽光発電施設評価試験 

省エネルギー化の一環で、太陽エネルギーの活用が脚光を浴びています。 

変換効率の高い太陽電池パネルの開発や、長期間にわたる実証試験中での発電効率の変化や経済効率の

測定等、多方面なデータの収集に役立ちます。 

工業高校の実習用装置としても注目を集めています。 

 

――― 受光日射量 

     ――― 外気温度 

     ――― 太陽電池電圧電流 

     ――― ｲﾝﾊﾞｰﾀ電圧電流 

     ――― 消費電力量 

     ――― 売電電力量 

     ――― その他動作データ 
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●ガスタービン発電設備評価試験 

発電効率が高く、低騒音、低公害の発電設備を設定・維持するために、各種データを収集分析します。 

長期間の計測中に何回もの起動・停止を行い、回転数の変化に対応する振動や温度の変化を測定します

が、データ計測は連続して行う為に、計測途中のデータ分析は特に大切な要素となります。 

 

――― 圧縮器圧力温度 

     ――― 排気ガス温度 

     ――― 吸い込み空気温度 

     ――― タービン出口温度 

     ――― タービン出口圧力 

     ――― 燃料流量 

     ――― タービン出口ＮＯｘ濃度  等 
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●電池自動車用蓄電池の開発 

高性能の電池自動車の開発の為に、大容量の蓄電池を接続して、充電・放電特性を長期間に渡って計測

します。各セルのエネルギー変換効率や温度変化状況を、長期間連続して計測します。 

 

 

――― 各セル温度 

 

     ――― 各セル電圧 

 

     ――― 各セル電流 
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４．｢WAVE RESEARCHER｣®ネットワーク対応版の使用分野  

 

●水力発電設備長期稼動監視用 

山間部の水力発電所の状態を長期間無人で計測し、電力所で監視します。 

特に、冬季や自然災害時には、現地に行きデータを回収することが困難な場合が数多く見受けられます

ので、遠隔データ収集は非常に有効な手段となります。 

 

―――発電機固定子温度 

―――発電機軸受温度 

―――冷却器温度 

―――ポンプ動作 

―――空気圧縮機動作 
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①マイクロ波回線でも通常のモデムで接続できます。 

②監視側からは、リアルタイムモニターやファイル転送の他、レンジ設定も行えます。 

③基本的に無人であることを考慮し、万一のためパソコンの再起動指示が行えます。 

 

●工場・研究所構内ＬＡＮ接続 

試験状況をリアルタイムに、又は計測後の結果を各パソコンで参照したい場合も多いと思います。 

このような場合に、サーバに試験データを保存しておくことにより、ＬＡＮ接続されたパソコンでデー

タ参照が可能となります。 

 

 

      

    ――――測定データ 

      

 

 

 

 

 

①測定データは、計測を行っているパソコンやサーバーに保存することができます。 

②各クライアントからは、リアルタイムモニターやファイル転送、レンジ設定が行えます。 

③ＷＡＮを経由すれば、遠隔地のＬＡＮ間接続も行えます。 

 

●Ｎ対Ｎ接続 

複数の実験設備を、複数個所から監視するような場合でも、柔軟なシステム構築が可能です。 

監視側で計測器側を選択して接続し、各種のリモート処理が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①それぞれのパソコンは、ＬＡＮ接続・スタンドアロンどちらでも接続可能です。 

②監視側からは、計測器側パソコンを１カ所選択して接続します。 

 

測
定
対
象 

 
電話回線 

公衆回線 
ISDN、ADSL 
ＬＡＮ／ＷＡＮ
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５.｢Wave Researcher｣® を使用するには？(Ｖｅｒ３．０の仕様)

 (１)使用するパソコン及びインターフェース（スタンドアローン／ネットワークモデル共通） 

(1)対応パソコンは・ ・ ・ ・ ・①ＣＰＵ：PentiumⅢ以上の機種であること。 

                                 各社ウインドウズパソコン。 

                               ②主記憶容量、２５６ＭＢ以上必要（５１２ＭＢ以上推奨） 

                               ③ハードディスク５００ＭＢ程度必要。 

（ﾁｬﾈﾙ数、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ間隔、計測時間により異なります。） 

                               ④ディスプレイ装置、カラーＸＧＡ以上(1024×768ﾋﾟｸｾﾙ) 

                               ⑤ウインドウズ対応のプリンタ（出力形式はＢ５～Ａ３） 

                                 画面印刷はカラー対応可能 

                               ⑥ＯＳ：日本語Windows XP／2000／NT／98(SE) 

 

補足事項  ①ノートパソコンの場合には、(８００×６００ﾋﾟｸｾﾙ)以上をご使用下さい。 

          ②表計算ソフトを同時に使用する場合には、５１２ＭＢ以上のメモリをご使用下さい。 

          ③当ソフトを使用する場合には、ﾊﾟﾜｰﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ機能、ｽｸﾘｰﾝｾｰﾊﾞｰ機能は使用できません。

(2)使用可能計測装置・ ・ ・ ・ ①横河電機㈱、ＤＡＲＷＩＮシリーズ。 

                                 拡張ユニットを使用して合計３００点まで接続可能。 

                               ②横河電機㈱、HR1300、HR2300、HR2400シリーズ。 

                                 本体を１台接続で３０点まで可能。 

                               ③横河電機㈱、HR2500、DA2500シリーズ。 

                                 本体１台にスキャナを使用して最大３００点まで接続可能。 

 ④上記機種を混在で３台まで接続可能。 

 ３台合計の最大チャネル数は９００点。 

＊エントリーモデルは１台のみ接続可能。 

 

 ＊データ－サンプリング間隔について 

①ＤＡＲＷＩＮは、最短０．５秒／ＨＲシリーズは、最短１秒。 

②インターフェースや、リアルタイム演算を使用する場合のﾁｬﾈﾙ

数や演算式によっては、最短では行えない場合があります。 

      画面表示間隔とデータ保存間隔、双方の指定が可能。 

 

補足事項   演算機能（／ＭＡＴＨ）チャート制御、アラーム・接点出力は機能対象外です。 

(3)使用インターフェース・ ・ ・①GP-IBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの場合に使用可能なＧＰ－ＩＢボード    

                                 ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟの場合．．． PCI-GPIB  

                           AT-GPIB/TNT    日本ﾅｼｮﾅﾙｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ㈱製

                 ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝの場合．．． PCMCIA-GPIB  日本ﾅｼｮﾅﾙｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ㈱製

              USB-GPIB 

 ②RS232Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの場合に必要なケーブル 

                                           9ﾋﾟﾝ-25ﾋﾟﾝ ﾘﾊﾞｰｽｹｰﾌﾞﾙ 

③ｲｰｻﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの場合はＬＡＮボードをご使用下さい。 

(4)計測器側と監視側の接続・ ・ ①公衆回線・専用回線 

（ネットワークモデルの場合）   ２線式一般回線で公衆回線用モデムをご使用下さい。 

           監視側からは内線経由での０発信が可能ですが、計測器側は直通

           回線をご用意下さい。 

         ②構内回線・・・２線式回線で構内モデムをご使用下さい。 

ＩＳＤＮ ・・・ＴＡ（ターミナルアダプタ）をご用意下さい。 

③ＬＡＮ・・・・ＬＡＮボード、ＨＵＢ、ケーブル等の 

イーサネット機器をご用意下さい。 

補足事項 ネットワーク接続に関する必要機器、ソフトウェアは当社にお問い合わせ下さい。 

      ＰＨＳや携帯電話での接続についてはルータが必要になります。お問い合わせ下さい。 

     ＤＣ１００直結版に関する内容については、別途当社にお問い合わせ下さい。 
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 ＜構成例＞ＤＡ１００とウインドウズパソコンを使用した標準的なスタンドアロンシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DA100 ウインドウズ ｶ ﾗ ｰ ｲ ﾝ ｸ

ｼﾞｪｯﾄﾌﾟ

ﾘﾝﾀ 

ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝﾓﾃﾞﾙ パソコン 

20点ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ PentiumⅢ 512MBﾒﾓﾘ 

 

●使 用 機 器 一 覧 

①ウインドウズパソコン       CPU:PentiumⅢ ﾒﾓﾘ512MB 15ｲﾝﾁCRT  WindowsXP 

②イーサネットカード 

③カラーインクジェットプリンタ    

④プリンタケーブル                

⑤データアクィジションユニット   DA100ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝﾀｲﾌﾟ 20点ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ入力 横河電機㈱ 

⑥｢Wave Researcher｣® for WindowsXP/2000/NT/98 Ver3.0 

※データアクィジションユニットに関する価格については､ご指定の販売店にお問い合わせ下さい｡ 

※表計算ソフトを同時に使用する場合には､メモリを５１２ＭＢ以上にして下さい｡ 

※データアクィジションユニットのレンジ設定に関する指定や、再構築は｢Wave Researcher｣のみで実 

行できますので、ＤＡＲＷＩＮの添付ソフトウエアを使用する必要はありません。 

 

 

＜構成例＞ＤＲ２３０とウインドウズパソコンを使用した標準的なネットワークシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●使 用 機 器 一 覧 

①ウインドウズパソコン       CPU:PentiumⅢ ﾒﾓﾘ:512MB 15ｲﾝﾁCRT 

                          内蔵ﾓﾃﾞﾑ:33.6kbps  OS:WindowsXP 

②イーサネットカード 

③カラーインクジェットプリンタ    

④プリンタケーブル                

⑤ハイブリットレコーダ           DR230基本ﾓﾃﾞﾙ   20点ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ入力  横河電機㈱ 

⑥｢Wave Researcher｣® for WindowsXP/2000/NT/98 Ver3.0 ﾈｯﾄﾜｰｸ対応版 

※データアクィジションユニットに関する価格については､ご指定の販売店にお問い合わせ下さい｡ 

※データアクィジションユニットのレンジ設定に関する指定や、再構築は｢Wave Researcher｣のみで実 

行できますので、ＤＡＲＷＩＮの添付ソフトウエアを使用する必要はありません。 

※別途、現地設定作業費用が必要です。 

 

公衆回線 

33.6kbpsDR230ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛ

ﾝﾓﾃﾞﾙ 

ウインドウズ ウインドウズ ｶ ﾗ ｰ ｲ ﾝ ｸ

ｼﾞｪｯﾄﾌﾟ

ﾘﾝﾀ 

パソコン パソコン 

20点ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ PentiumⅢ 512MBﾒﾓﾘ PentiumⅢ 512MBﾒﾓﾘ 
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６.｢Wave Researcher｣® ソフトウェアの特徴について 

―――スタンドアローン／ネットワークモデル共通――― 
 

「データ測定機能について」 

 

データ測定はﾒﾆｭｰﾊﾞｰの計測開始を選択するか、ﾂｰﾙﾊﾞｰのﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすることにより開始します。 

 

(1)データ取り込みはあらかじめ条件設定機能で登録しておくことにより、リストボックスから計測条件

を選択するだけで開始できます。又、レコーダのレンジ設定もパソコン側に登録可能ですので、レコ

ーダのパネルを操作する必要がなくなり、非常に簡単な操作で実行できます。 

 

(2)計測を行うパターンは、終了指示があるまで計測を行う連続計測モード、指定時間毎に繰り返して計

測を行う日単位計測モード、何時間計測を行うかを指定する指定時間モード、指定された日数単位で

繰り返し計測を行うモードがあります。繰り返し計測モードでは、指定時間毎／指定日数毎にファイ

ルが区切られて作成されますので、長期間の計測を行う場合、１ファイル単位の容量が小さくなるた

め後処理での分析が容易になります。 

２４時間 ２４時間 ２４時間 ２４時間 

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 

     ファイル作成   ファイル作成   ファイル作成 

 

 (3)データ取り込み総時間の設定は使用するパソコンの固定ディスク上の空き領域により決定されます。 

ソフト上では１回の計測時間に制限はありません。 

取り込み間隔は、ＤＡＲＷＩＮで最短０．５秒～１時間可変、ＨＲシリーズで最短１秒～１時間可変

です。データ計測中でも、取り込み間隔は任意に変更可能です。 

 

 (4)計測を開始する際に、使用するセンサーや計測対象が正しく接続されているかを確認する場合や、 

安定化後の温度を計測する場合は、データを保存する必要がない場合があります。このような場合に

「モニターモード」を選択して計測を行うと、画面上はグラフや瞬時値を表示しますが、データは 

ハードディスクに保存しません。 

 

(5)使用するレコーダのインターフェースは、ＧＰ－ＩＢ／ＲＳ－２３２Ｃ／ＲＳ－４２２Ａ／イーサ 

  ネットインターフェースを任意に選択することができます。レコーダが複数台接続されている場合 

  は、インターフェースの混在も可能です。（ＲＳ－４２２ＡはＲＳ－２３２Ｃコンバータが必要） 

 

(6)データ測定中は最大６０チャネルの時系列グラフ・ＸＹグラフ・棒グラフ・メータグラフをリアル 

  タイムに表示可能です。尚、グラフはあらかじめ６０チャネル単位にグループ登録しておくことに 

  より、画面切り変え機能で登録画面を表示することができます。尚、画面にボタンを貼り付けてお 

  き、そのボタンをクリックすることで、特定のページに移ることもできます。 

  又、時系列グラフ表示の場合、時間軸（Ｘ軸）はあらかじめ指定した時間単位に横スクロール表示  

  します。時間軸の指定は、１分～２４時間まで分きざみで指定できますので、短時間の計測から長 

  時間の計測まで見やすい画面になっています。 

瞬時値表示画面も、あらかじめグループ登録しておくことにより、画面切り変えで表示できます。瞬

時値の場合は１グループに表示できるチャネルの制限はありません。 

又、ビットマップに加え、直線・四角形・円を組合せて表示することができますので、測定対象の装

置系統図を効果的に表示できます。さらに、写真等に任意のチャネルの瞬時データを重ねて表示する

ことにより、より一層ビジュアルな画面表示が行えます。 

ビットマップはｂｍｐ、ｗｍｆ、Ｊｐｅｇ形式が使用できますので、Ｗｏｒｄ／Ｅｘｃｅｌ／Ｖｉｓ

ｉｏ等で作成した図形やクリップアートをドラック・ドロップ又はコピー・ペーストで貼り込むこと

かできます。 

この機能により、計測中でも画面の新規作成や追加変更が可能です。 
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 (7)データ測定中に、条件設定であらかじめ指定しておいた警報上下限値による、アラームチェックが 

行えます。パソコンのビープ音の鳴動や棒グラフのアラームランプ点灯、アラーム履歴の表示・印刷

も行えますので、プラントの稼動監視にも活用できます。 

 (8)データ測定中でも、画面に表示されている画面をプリンタに印刷することができます。 

印刷形式はＢ５～Ａ３です。 

(9)データ測定中に、収集したデータの各チャネル間で熱量計算等の演算を行い、ファイル保存すること 

 ができます。演算結果は、入力チャネルと同様に各種グラフや瞬時値表示することもできます。 

以下に示す各種計算式を任意に組み合わせて指定でき、定数の使用も可能です。 

     演算式 abs(絶対値)、Log(自然対数)、Sqrt(平方根)、log10(常用対数)、pow(ベキ乗) 

            exp(指数)、sin(正弦)、cos(余弦)、tan(正接) 

            asin(逆正弦)、acos(逆余弦)、atan(逆正接) 

            max(最大値)、min(最小値)、ave(平均値)、ＩＦ文（条件判定式による演算処理分岐） 

 (10)操作性を向上する為、レコーダのレンジや表示画面等の計測条件を他人が変更できないようにする

パスワード機能を設けました。この機能はリモートで計測している場合に役にたちます。 

   この他、キーボードのファンクションキーを計測開始や表示している画面印刷等、特定の機能に対 

   応させるファンクションキー割り付け機能を装備しました。 

 (11)この他に、Windowsのマルチタスク機能を活用することにより、データ計測を行いながら、同時に 

前日の計測データを呼び出して時系列グラフ表示を行うことにより、比較検討をタイムリーに行え、

効率的な試験を実施できます。 

 

「データ編集機能について」 

 

データ編集機能は計測と別起動のプログラムになっています。複数起動が可能ですので、表示した

い計測ファイルの数だけ起動して以下の処理が行えます。

（1） 計測したファイルを呼び出して、画面上でグラフを表示して以下の多彩な編集処理を行うことが   

できます。複数の計測ファイルを指定して連続したグラフに表示することも可能です。 

｢WAVE RESEARCHER｣はデータ計測を行うだけでなく､収集したデータの分析機能も標準で装備してお

ります。 

 

①表示された時系列グラフの拡大機能 

表示設定でＹ軸の拡大倍率・Ｘ軸の表示時間幅を指定することにより、簡単にグラフの拡大表示

ができます｡拡大後スクロールバーで、Ｙ軸・Ｘ軸をスクロールすることもできます。 

 

②トレンドグループ別のデジタル値表示機能 

    画面に表示したグラフ上に表示されているバーカーソルをマウスで左右に動かすことによりグ 

ループ別の瞬時値をトレースすることができます。 

グラフを日付別に上下２段に表示して、交互にグラフを切り替えながらトレースすれば計測した

内容を簡単に比較することができます。 

計測中と同様に、表示画面の追加・変更が任意に行えます。 

 

③瞬時値のトレース表示機能 

   計測開始時点からの瞬時値をあらかじめ登録しておいたグループ単位でトレースすることができ 

ます。ツールバーのボタンをマウスでクリックすることにより、簡単に時間を前後に変化させそ

の時点の瞬時値表示が行えます。又､任意のポイントを入力することにより､その時点の瞬時値を

表示することも可能です。 

 

④表示されているグラフをＡ４横形式のグラフとして、プリンタに出力することができます。 

カラープリンタをご使用になれば、カラーで美しくグラフを出力することができます。 

ウィンドウズの機能により、クリップボード等を経由して表示されている画面を切り取り、ワー

プロの文章に張り付ければ、試験報告書を作成する場合に非常に便利になることでしょう。 

 

⑤表計算処理を行う場合のテキストファイル変換機能 

表計算ソフトであるＥＸＣＥＬやロータス用に計測データをＣＳＶ形式に変換して分析処理を行 

う場合にはこの機能を使用します。変換するチャネル範囲や開始・終了時刻指定ができますので、 

全部の計測データを変換するのではなく、分析に必要な部分を指定することにより、効果的な編 
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集処理を行うことができます。 

出力選択・取り込み時間範囲指定（スタート，エンド時間）・特定チャネル選択 

 

⑥プリンタへの出力は、グラフ出力以外に、計測した生データの数値をベタ打ちでプリンタに出力

することができます。出力形式はＢ５～Ａ３形式です。 

    出力選択・取り込み時間範囲指定（スタート，エンド時間）・特定チャネル選択・間引き指定 

 

「ネットワークモデルのソフトウェア概要」 
 

｢Wave Researcher｣® for WindowsXP/2000/NT/98 ネットワークモデルは、横河電機㈱のＤＡＲＷＩＮ／

ＨＲシリーズと接続し計測を行っているパソコンと、遠隔地に設置されているパソコンとを、公衆回線、

ＰＨＳ、携帯電話やＩＳＤＮ、ＡＤＳＬ、ＬＡＮ等を介して接続し、簡単にリアルタイムデータ収集やバ

ッチファイル転送、レンジ設定等が行うことができます。 

当パッケージは、計測器側と監視側の２組のソフトウェアで構成され、以下の機能を持っております。 

 

 

計測器側パソコン 

 

  計測プログラム 

 

    データ計測機能  最大９００点のデータを計測し、保存します。 

 

    計測条件設定機能  接続されている計測機器情報、チャネル・レンジ情報・画面表示 

          情報を設定します。 

 

  編集プログラム 

 

データ編集機能 保存されている計測データを再度呼び出し、拡大表示やテキス 

          ト変換、印刷等を行います。 

 

  サーバープログラム 

 

    接続先管理機能  計測器側と監視側が接続状態にあるときの管理を行います。 

このプログラムは、計測プログラムと一緒に起動されます。 

 

 

監視側パソコン 

 

  モニタープログラム 

 

リモート操作機能 計測器側を選択して接続し、リアルタイムモニターやバッチフ 

          ァイル転送、レンジ設定を行います。 

 

    計測条件設定機能  接続されている計測機器情報、チャネル・レンジ情報・画面表示 

情報を設定します。設定内容をリモート処理機能で、計測器側 

に送信できます。 

 

  編集プログラム 

 

データ編集機能 保存されている計測データを再度呼び出し、拡大表示やテキス 

          ト変換、印刷等を行います。 
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「リモート操作機能について」 

 

リモート操作機能は、監視側パソコンで計測器側パソコンを選択して接続し、リアルタイムモニター

やファイル転送、レンジ設定等が行えます。リモート操作は全て、監視側から行います。 

(１)回線接続 

計測器側を選択し回線を接続します。一度接続したら、切断処理を行うまで接続状態のままです。 

 

(２)回線切断 

遠隔操作が終了したら、回線を切断します。 

 

(３)レコーダ側の計測開始 

計測器側に対して、計測条件・計測時間を指定して計測開始指示を行います。 

 

(４)レコーダ側の計測停止 

計測器側へ計測停止指示を行います。 

 

(５)計測条件の送信 

監視側で設定した計測条件を計測器側に送信します。レコーダに対するレンジ設定も行えます。 

 

(６)計測条件の受信 

計測器側で設定された計測条件を監視側に受信します。 

 

(７)データファイル転送 

計測器側に保存されている計測ファイルを監視側に受信します。ファイル一覧からの選択、転送 

範囲の指定が可能です。 

 

(８)計測間隔変更 

監視側でリアルタイムモニターを行っているとき、計測器側に対してデータ取り込み間隔の変更 

指示が行えます。 

 

(９)プログラム停止 

計測器側の｢Wave Researcher｣を終了させます。 

 

(10)プログラム起動 

計測器側の｢Wave Researcher｣を起動します。 

 

(11)システム再起動 

計測器側の｢Wave Researcher｣を終了後、Windowsを再起動します。 

スタートアップに｢Wave Researcher｣を登録しておくことにより、自動的に起動されます。 

（計測開始は自動では行われませんので、監視側からの指示が必要です。） 

 

(12)モニター監視機能 

監視側で回線接続後、計測器側からリアルタイムにデータを受信し表示します。 

 

(13)接続先設定機能 

計測器側の電話番号やＩＰアドレス等の接続に必要な相手先情報を設定します。 

パソコン間の接続は、ＴＣＰ／ＩＰを使用します。 

 （通信方法によって、設定内容が異なります。インターネットでの接続は個別対応です。） 
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７.「Wave Researcher」® 基本仕様について(Ｖ３．０の仕様) 

(1)データ測定機能 

 

DA100/DR230/DR240 
右の機器を混在接続可 HR1300/2300/2400 HR/DA2500 

DC100 

①データ測定点数 10～300点（10点単位） １～30点（１台当り） １～300点（30点単位）

   本体･スキャナ合計5台 

 

②接続機器台数 ３台まで ３台まで ３台まで 

最大９００点  最大９００点 

③データ取込み間隔 最短0.5秒～最長1時間 最短1秒～最長1時間 最短2秒～最長1時間 

混在接続の場合はそ

れぞれの合計秒数と

なります 

 (0.5秒はFIFOﾓｰﾄﾞ時)  

最大計測時間：無制限（１計測当たり） 

（固定ディスクの空き容量により決定されます） 

＊エントリーモデルの場合は１台のみの接続となります。 

＊ＨＲ／ＤＡ２５００でＲＳ２３２Ｃ接続の場合には測定間隔は最小４秒程度必要です。 

ファイルヘッダ  最大１ＭＢ（チャネル数により変化する） ④必要ディスク容量 

10点単位で増加 10点単位で増加 10点単位で増加 

 

     （以下の合計） 

a） ファイルヘッダ 

             ＋ ①時刻  ＝  ６BYTE 
b） 測定チャネル ②データ  ＝  ２BYTE×チャネル数 
              ×  
C）データ取込み回数 ファイルヘッダ  ＋  （①  ＋  ②）  ×  データ取り込み回数 
（取込総時間÷               ＝  ファイル容量 

取込間隔） 

 

＊容量計算例 DA100  40ﾁｬﾈﾙ使用 HR-2300    30ﾁｬﾈﾙ使用 HR-2500E+ｽｷｬﾅ  300点 

計測時間24時間 計測時間24時間 計測時間24時間 

取り込み間隔  1秒 取り込み間隔   5秒 取込間隔 5秒 

ﾃﾞｰﾀ取込回数  86400回 ﾃﾞｰﾀ取込回数  17280回 ﾃﾞｰﾀ取込回数  17280回

100KBYTE+7257600BYTE 100KBYTE+1105920BYTE 300KBYTE+10437120BYTE 必要ディスク容量 
        =7.3576MB          =1.20592MB         =10.53712MB 

＊取り込み間隔は計測中変更ができますので、部分的にｽｷｬﾝ間隔を粗くすることで必要ディスク容量を

少なくすることができます。 

⑤入力データの種類 ●DA100/DR230/240 ●HR1300/2300/2400 ●ＨＲ／ＤＡ２５００ 

DC100   

・直流電圧 (７種類) ･直流電圧(７種類) ・直流電圧(７種類) 

20/60/200mv，   20/60/200mv 20/60/200mv 

2/6/20/50ｖﾚﾝｼﾞ   2/6/20/50ｖレンジ     2/6/20/50ｖレンジ

・熱電対(12種類） ･熱電対(12種類)  ･熱電対(9種類) 

   Ｒ,S,B,K,E,J,T,N,    R,S,B,K,E,J,T,N,    R,S,B,K,E,J,T,N, 

    W,L,U,KpAuFeﾚﾝｼﾞ W,L,U,KpAuFeﾚﾝｼﾞ Wﾚﾝｼﾞ 

・測温抵抗体(17種類） ・測温抵抗体(17種類） ・測温抵抗体(5種類） 

PT1～PT9,J263, PT1～PT9,J263, PT1～PT3, 

NI1,2,3，CU1,2,3,4 NI1,2,3，CU1,2,3,4   NI1,2,3レンジ 

・ＤＩ、ｍＡ、パルス ・ＤＩ 

ＡＣ、ひずみ 

 

＊上記以外の入出力は個別対応となります。 
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＊ＤＡＲＷＩＮシリーズの場合には、機器導入時やセンサーユニットを変更した時などに使用する機器構

成をソフトウエア上で設定する〔構築〕という作業が必要になります。「WAVE RESEARCHER」はＤＡＲ

ＷＩＮに添付している〔スタンダードソフト〕を使用せずにこの処理を行うことができます。 

⑥計測形態：ａ）連続計測：終了指示があるまで計測を行い、１つのﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀを保存します。 

ｂ）日単位計測：一日の中の指定時間帯を毎日繰り返し計測します。ファイルは、１日

                毎に別々に作成されます。 

ｃ）指定時間：指定された時間だけ計測を行います。 

ｄ）周期指定：指定された日数単位でファイルを作成します。 

⑦計測開始トリガー：任意の時刻を指定して測定開始可能、無指定の場合には次の正分から測定を開

始します。 

⑧出力ファイル名：最大半角１２文字（あらかじめ年月日時分値が指定してあります。） 

        (例)  ２ ０ ０ ０  ０  ４  ３  ０  １  ０  １  ０  ．ＳＢＤ 

                  年          月      日       時      分 

＊データを格納するドライブ名・ディレクトリ名は環境設定にて指定可能です。 

＊ファイルの自動削除機能：何日前のファイルを削除するかを指定します。 

⑨測定時グラフ表示：最大６０チャネルの時系列／ＸＹ／棒グラフ／メータグラフを表示、あらかじ

          め各チャネルをグループ化及び画面構成を作成しておき、画面単位で切り替え

          表示します。 

グリッド線の表示する／しないを選択可能（等間隔） 計測中に画面変更可。 

⑩ｸﾞﾗﾌ横ｽｸﾛｰﾙ機能：１分～２４時間選択。 

⑪測定時瞬時値表示：任意の点数単位に瞬時値を表示。 

⑫その他の表示機能：ビットマップ表示・瞬時値個別表示・任意テキスト文字列表示・直線・四角 

          形・円・ボタン（特定のページへの移動も可能） 

⑬モニターモード：画面表示のみで計測データの記録は行わないモード（チェック用）。 

⑭上下限警報機能：あらかじめ警報上下限値を設定しておくことにより、ビープ音・棒グラフでのラ

ンプ点灯によるアラームチェックや履歴表示・印刷を行うことができます。 

⑮電源断対策：１０秒間隔毎に出力ファイルのOPEN/CLOSE処理により､それまで計測したデータを停電

から保護します。 

⑯リアルタイム演算機能：計測したチャネル間でリアルタイム演算を行い、演算結果出力用のチャネ

ルに出力できます。結果は、入力データと同様にグラフ表示・瞬時値表示

等が可能です。演算式はフリーフォーマットで、定数の使用も可能です。

  ＊使用可能関数    四則演算，pow(べき乗)，abs(絶対値),exp(指数)，log10(常用対数) 

                    log（自然対数）,Sqrt(平方根),Sin(正弦),Cos(余弦),tan(正接),Asin(逆正弦)

                    asos(逆余弦),Atan(逆正接),Max(最大値),min(最小値),ave(平均値)，ＩＦ文 

＊レコーダオプションの／MATHには対応しておりません。 

⑰システム再構築：ＤＡＲＷＩＮの場合に接続しているユニット構成を認識する処理を行います。 

(1)〔データ計測開始画面〕 

 

 

 

 

                 (2)〔データ計測中の画面例〕 

計測条件と時刻を指定して開始ボタンをクリ

ックすれば、データ取り込みを開始します。

トレンドグラフ２つと瞬時値・棒グラフ

画面を配置した計測中の画面です。画面

デザインは自由に設定できます。 
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(2)データ編集機能 

 

①グラフ画面表示：取り込みファイル選択・チャネル選択により最大６０チャネル単位で時系列グラ

フ／ＸＹグラフ／棒グラフを画面表示します。 

Ｘ軸（時間軸）はファイル選択時に指定した時間範囲により自動的にスケールを

画面表示します。指定しない場合は、全計測時間がＸ軸スケールとなります。 

②グラフ部分拡大機能：表示中のグラフを選択し、Ｙ軸の拡大倍率を大きく・Ｘ軸のスケールを小さ

くすることで、拡大できます。拡大後、Ｘ軸・Ｙ軸のスクロールバー操作に

より範囲外の表示が行えます。 

③グループ別デジタル表示：グラフウィンドウで瞬時値表示を行う指定をしておくことにより、Ｙ軸

と平行したバーカーソル位置の瞬時値が表示されます。マウスでこれを

クリックし、左右に移動させることにより、グループ別に瞬時値をトレ

ースすることができます。 

④全チャネルデジタル表示：任意のチャネル単位で瞬時値画面の表示が行えます。 

ツールバーのボタンをクリックするころにより前後のポイントのデータ

を表示できます。又、任意のポイントを手入力すれば、その時点の瞬時

値を表示することができます。 

⑤グラフのプリンタへの出力：グラフ・瞬時値などの表示画面をＢ５～Ａ３形式で、プリンタへ出力

できます。 

⑥計測生データプリント出力機能：計測ファイル中の任意のチャネル・時間の範囲を指定して、Ａ４

縦形式でプリンタへベタ打ちができます。 

変換データ選択・チャネル選択・出力範囲（開始日時・終了日時） 

⑦テキストファイル変換機能：計測ファイルの任意のチャネル・時間の範囲を指定してカンマ区切り

ＣＳＶ形式でファイル変換を行います。Ｅｘｃｅｌで読みこみ可能。

変換データ選択・チャネル選択・出力範囲（開始日時・終了日時）間引き指定可能 

 

(3)〔後処理でのデータ再表示中の画面例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 (4)〔表示画面変更・拡大指定の画面例〕 

上下２段にトレンドグラフを配置し、それぞ

れのウィンドウでラインカーソルによる瞬時

値トレースが行えます。グラフ右側に瞬時値

が表示されます。 

この画面でグラフ表示するチャネルの選択

やＹ軸スケールの表示方法変更を行いま

す。 
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(3)計測条件設定機能 

 

①レコーダ機器選択：ＤＡＲＷＩＮ及びＨＲシリーズの中から任意の機器を混在で３台まで選択でき

ます。インターフェースはＧＰ－ＩＢ／ＲＳ－２３２Ｃ／ＲＳ－４２２Ａ／ 

イーサネットから選択でき、複数台接続の場合はインターフェースの混在も可

能です。 

＊ＲＳ－２３２Ｃは、パソコンによってはＣＯＭポートの増設が必要です。 

＊ＲＳ－４２２Ａを使用する場合、ＲＳ－２３２Ｃコンバータが必要です。 

②レコーダのレンジ設定：レコーダの各チャネルに入力される電圧・熱電対・測温抵抗体・接点 

ひずみの種類や、スケーリングについて、メニュー形式で選択します。 

登録したレンジ条件は、レコーダに送信できます。  

③レコーダ設定機能：条件設定機能の設定情報受信（ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ）、設定情報送信（ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ）により

 設定条件をレコーダに送信したり、レコーダ側で手動によりセットした設定 

条件を、パソコン側に参考のため取り込んだりできます。 

④チャネル設定：画面表示等に使用するチャネル名称・単位・表示最大値・最小値・警報上限値・下

 限値について、指定します。パスワード機能もあります。  

・数値表示範囲：-20000～+20000（小数点は4桁まで可能） 

・チャネル名称：最大全角２０文字 (但し画面表示１０文字、プリンタ出力１２文字)  

⑤画面表示設定：トレンドグラフ・ＸＹグラフ・棒グラフは１グループ最大６０チャネル。瞬時値画

面は１画面任意のチャネル数までグループ登録できます。 その他、ビットマップ

イメージ・任意のチャネル瞬時値・任意テキスト文字列の表示指定が可能です。こ

れらの表示モジュール（画面の種類）を、１画面中の任意の場所に貼り付けて、画

面を作成します。１画面あたり任意の表示モジュー ルを貼り付けられ、この画面を

複数登録して、計測時や編集時には画面切り替えで表示します。 

計測時、編集時ともにレイアウトの追加・変更が可能です。 

・グラフ：Ｙ軸は全スケール・％表示・全チャネル自動分割から選択。Ｘ軸は最短１分～２４時

 間から選択。グラフのラインカラー・背景色・表示文字のサイズ・フォントの指定

 や、各チャネルの瞬時値表示指定も可能です。 

・瞬時値：表示行数指定・列数を指定します。文字サイズ・フォントは、ウインドウズ標準の 

 指定が可能です。 

⑥アラーム監視指定：データ測定中に上下限アラームチェックをするかどうかの指定を行います。 

アラーム発生で棒グラフのアラームランプ点灯やパソコンのビープ音を鳴動さ

せます。アラーム履歴の画面表示や印刷も可能です。 

 

(5)〔計測条件設定画面例〕 

接続レコーダの機種、イ

ンターフェース、チャネ

ルのレンジ及び表示設定

等を行います。 
リアルタイム演算チャネ

ルも設定できます。 

 

              (6)〔環境設定画面例〕 

計測データの保存場所やデ

ータの自動削除設定等を行

います。 
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(4)リモート操作機能 

 

リモート操作はすべて監視側から行います。 

①接続先設定：接続する計測器側パソコンの設定を行います。 

パソコン間の接続にはＴＣＰ／ＩＰプロトコルを使用しますが、通信手段によって必

要なソフト・ハード、設定内容が異なります。 

電話回線：計測器側電話番号、モデム設定、ＩＰアドレスの設定を行います。 

電話回線の場合は、ダイアルアップを使用して接続します。計測器側には

ダイアルアップサーバーを指定します。 

ＬＡＮ  ：計測器側のコンピュータ名を指定します。計測器側のデータを保存する場

所（ファイルサーバー）は、計測器側の環境設定で指定します。 

    インターネット：個別対応です。ご相談下さい。 

②リアルタイムモニター：監視側で回線接続後、計測器側からリアルタイムにデータを受信し表示し

ます。 

③回線接続：計測器側を選択し回線を接続します。一度接続したら、切断処理を行うまで接続状態の

ままです。接続時に計測器側のパスワード、ＩＰアドレスを入力します。これにより、

外部からの侵入を防ぐことができます。 

④回線切断：遠隔操作が終了したら、回線を切断します。この処理を行わないと、接続状態のままで

す。電話回線で接続する場合は注意が必要です。 

⑤レコーダ側の計測開始：計測器側に対して、計測条件・計測時間を指定して計測開始指示を行い 

ます。 

⑥レコーダ側の計測停止：計測器側へ計測停止指示を行います。 

⑦計測条件の送信：監視側で設定した計測条件を計測器側に送信します。レコーダに対するレンジ 

送信も行えます。 

⑧計測条件の受信：計測器側で設定された計測条件を監視側に受信します。 

⑨データファイル転送：計測器側に保存されている計測ファイルを監視側に受信します。 

ファイル一覧からの選択、ファイル内の転送範囲時間指定が可能です。 

⑩計測間隔変更：監視側でリアルタイムモニターを行っているとき、計測器側に対してデータ取り込

み間隔の変更指示が行えます。 

⑪プログラム停止：計測器側の｢Wave Researcher｣を終了させます。 

⑫プログラム起動：計測器側の｢Wave Researcher｣を起動します。 

⑬システム再起動：計測器側の｢Wave Researcher｣を終了後、Windowsを再起動します。計測器側の異

常時に使用します。スタートアップに｢Wave Researcher｣を登録しておくことによ

り、自動的に起動されます。 

（計測開始は自動では行われませんので、監視側からの指示が必要です。） 

⑭その他：モニタープログラムは、リモート操作以外は計測プログラムと同じです。計測条件設定 

や、表示画面設定、印刷等が行えます。 

 

 Ｎ対Ｎ接続対応
 

 

 

 

 

            ネットワーク 

 

 

 

 

 

 
 

計測器側・監視側ともに、複数台接続

が可能です。但し、監視側から１カ所

の計測器側を選択して接続します。 
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